
頭部に装着した小型表示素子に表示した映像を光

学系により拡大して観察するヘッドマウントディス

プレイ (HMD)は，業務用/民生用にさまざまなタ

イプが開発/発売されてきました．近年，インター

ネット・モバイル社会の到来と，技術革新，コン

テンツの充実などにより注目されてきているこの

HMDについて，今回はご紹介します．

1. HMDのタイプ

(1)形 態

HMDには，左右両眼に表示装置がついた両眼式

(図1(a))と，表示装置が片方だけについた単眼式

(図1(b)，(c))があります．また，外界光と画像表

示光の観察方式で分類すると，外界光は遮断し画像

表示光のみ観察する没入型(図1(a))，外界光と画

像表示光を重畳させて観察するシースルー型 (図1

(b))，および，外界と画像は観察者の視線による

切り替えで観察するシーアラウンド型(図1(c))

に大きく分類されます．シースルー型では，ハーフ

ミラー等を通して仮想現実と現実世界を網膜上で合

成する光学シースルー型のほか，複合現実感 (MR:

mixed reality)とよばれる，ビデオカメラで撮影し

た現実世界とCGをコンピューター内で合成して

HMDに表示するタイプもあります ．

没入型の利点は，大型ディスプレイの代用や立体

映像視聴で，一般にホームユースの用途に適してい

ます．一方，シースルー型は外の様子も見られる点

が利点で，おもに産業分野での支援用途やウェアラ

ブルコンピューターの表示装置などに適していま

す．

(2)用 途

民生用と産業用に大きく分類でき，民生用では，

ポータブルDVD/メディアプレーヤーやゲーム機

器のモニターとしての用途のほか，情報端末機とし

ての用途もあります．一方，産業分野ではおもに工

業・医療支援等の用途があります (図2)．

2. 光学系

光学系はHMDの重要な技術のひとつです．小

型かつ高性能を目指してさまざまなタイプが開発さ

れています．

1)ハーフミラー利用光学系： 表示素子から出た光

をハーフミラーと凹面鏡を介して拡大投影．光路

を折り畳むため小型ですが，ハーフミラー採用に

より暗くなります．

2)自由曲面プリズム利用光学系 ： 全反射を巧

みに利用することで明るく，自由曲面による良好

な光学性能が特徴です (図3)．

3)偏光ビームスプリッター (PBS)利用光学系 ：

プリズムとPBSを利用することで，小型かつシ

ースルー性をもつ点が特徴です (図4)．

4)ホログラム光学素子 (HOE)利用タイプ ： 3

と同じくシースルー性が特徴です．

5)密着複層型DOEレンズ 利用タイプ ： 新し
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図1 HMDのタイプ． 図2 HMDの用途．



いタイプの光学系で，ブレーズ (格子)型回折光

学素子を利用したDOEレンズを使用することで

レンズ枚数を減らし，小型・軽量でありながら色

収差を抑えた点が特徴です (図5)．

3. 最近の動向

1990年代から各社より開発/発売されてきたHMD

は，民生用では当初，大画面ディスプレイの代用と

いう用途も強かったようです．しかし，大画面ディ

スプレイが比較的安価に入手可能となってきた近年

では，機器の小型・軽量化と高精細化，およびネッ

トワーク技術の革新もあって，傾向としてモバイル

用途が注目されているようです．例えば完全無線

化，再生機能内蔵などによりモバイルAVプレー

ヤーとしての機能を充実させたヘッドフォン型

や，サングラス型のシースルータイプ など，モバ

イル性を考慮したHMDが発売/発表されていま

す．今後も，モバイル用途での広がりが期待される

ようです ．

本稿執筆にあたり，(株)ニコン 映像カンパニー

大槻氏，宮川氏，(株)ニコン コアテクノロジーセ

ンター鈴木氏にご協力いただきました．

((株)ニコン 兼松えりか)
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図3 自由曲面プリズムを用いた光学系概念図．

図5 DOEレ

4 P

を用いた色ずれ補正の概念図．

図 光学BSを用いた 念図系概 ．
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